
様式（１）-①

都市再生整備計画

矢板
や い た

駅
え き

周辺
し ゅ う へ ん

地区

栃木県　矢板市
と ち ぎ け ん や い た し

令和３年４月
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 124.3 ha

令和 3 年度　～ 令和 7 年度 令和 3 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 R2 R7

件／年 H30 R7

人／年 R1 R7

都道府県名 栃木県 矢板市
や い た し

矢板
や い た

駅
えき

周辺
しゅうへん

地区
ち く

計画期間 交付期間 7

7,000人口定着 エリア周辺の定住人口 安全・便利で暮らしやすい環境整備により、まちなか居住を促進し、定住
人口の増加に寄与する。

6,855

少子高齢化の進展により、人口集中地区（DID）においても人口の低密度化が進んでいる。これに伴い、特に矢板駅周辺においては、多くの未利用地が発生、空家も増加するなど、市街地の都市機能・人口密度の低下が懸念されている。市の都市活動や
生活を支える市街地として、次の課題への対応を図りながら、暮らしやすく魅力あるまちづくりを進める必要がある。
　・他都市との都市間交流の軸となる主要幹線道路へのアクセス確保や、防災に強いまちづくりを進めるため、生活道路等インフラ整備の強化を図るなど、円滑な交通ネットワーク形成に向けた対応が必要である。また、駅へのアクセス道路等の整備を
　　行うことにより、超高齢社会においても誰もが移動しやすい環境や、駅を中心にした利便性が高く暮らしやすいコンパクトシティ形成のための取り組みが必要である。
　・矢板駅東地区の道路は、近隣に小中学校、高等学校や保育園などが点在するため、朝夕多くの児童・生徒が通学路として利用している。しかし、歩道の無い狭隘な道路を、通学路として利用しているため、安心安全な道路整備が求められている。
　・市民の交流拠点である長峰公園からフットボールセンターまでを繋ぐ路線は、地域住民のウォーキングコースとしての需要が高い。今後、フットボールセンター敷地内に体育館と文化会館の複合施設（郊外からの移転）が整備されることにより、駅から
　　の観光客や近隣住民等、歩行者や自転車等のさらなる増加が見込まれるため、周辺道路の安全性の確保が急務である。
　・長峰公園は、市街地に位置し、市民憩いの場所として多くの方に利用されているが、さらに市民の交流拠点・子育て拠点として、利用者の利便性向上を図り、魅力ある公園・地域住民に愛される公園として魅力度アップを図る必要がある。

①第2次　21世紀矢板市総合計画（平成23年3月策定）
・将来都市像：「人」いきいき　「水・風・緑」きらきら　「暮らし」のびのび　『つつじの郷・やいた』
・矢板駅周辺は商業・業務拠点に位置づけており、市民生活と企業活動の利便性向上を図るため、生活基盤幹線道路の整備を推進していく。また、公園は市民の交流・憩いの場として、保全や機能拡充を図る。

②矢板市都市計画マスタープラン（平成25年11月策定）
・将来都市像：多様なふれあいやにぎわいにより　いきいき暮らせる　環境都市やいた
・矢板中央地域の将来像：多様な交流の促進による活力の創出と　環境保全に配慮した地域づくり
・矢板駅周辺では、市の中心として行政サービスや商業等の多様な機能が集積し、環境負荷低減に配慮した市街地の形成を図りつつ、良好な居住環境を維持するため、既存ストックの有効活用による「まちなか居住」を促進する。また、市民生活を支え
　る効率的な交通ネットワーク形成のため、都市計画道路3･4･7わかば通りの早期完成や、整備済み路線の適切な維持管理に努める。長峰公園においても、市民の憩いや賑わいの場として、保全や機能拡充を図る。

指　　標

・目標１　定住を促進する暮らしやすい居住環境の形成
・目標２　安全・安心、防災にも強い交通環境の整備
・目標３　交流を促進する魅力あるまちづくり

　矢板市は栃木県の北東部に位置し、東北自動車道、国道４号、JR宇都宮線等の国土連携軸上にあり、交通利便性の高い都市である。市内の約95％が都市計画区域（非線引き）となっており、JR矢板駅と片岡駅を中心に用途地域を配し、特に矢板駅周
辺は、市の中心市街地として、交通拠点や商業・業務拠点等の機能を有している。
　矢板駅西地区は旧来からの市街地を形成しているが、駅東地区は昭和53年から土地区画整理事業（58.5ha）による基盤整備が行われ、良好な住宅地形成が図られており、駅から徒歩圏内には、市民の憩いの場となっている長峰公園や、小学校や保育
園、県立中高一貫校等の教育施設が立地している。また、平成31年3月には民設民営のフットボールセンターがオープンしており、今後、同敷地内へ体育館と文化会館の複合施設（郊外からの移転）を整備し、スポーツツーリズムによるまちづくりの拠点施
設としての役割を担うこととなっている。
　長峰公園は、桜やツツジなどの修景が楽しめる公園として、市民の憩いの場であり、現在は、地域住民のウォーキングコースや散歩道として、まちなかの交流拠点の一つにもなっている。また、遊具や広い芝生広場、せせらぎ水路など、まちなかの子ど
もの遊び場（子育て拠点施設）としても重要な役割を有している。
　また、本市のまちづくりは、総合計画や都市計画マスタープランにおいて、市の課題や社会経済情勢、市民ニーズの変化等に対応した総合的なまちづくり（持続可能な都市づくり）を推進することとしているが、さらに現在策定中の「立地適正化計画」にお
いては、駅を中心に「都市機能誘導区域」や「居住誘導区域」を定め、エリア内に居住や生活を支える機能を誘導し、利便性を向上することにより、まちなか居住を推進し、効率的なまちづくりを進めていく。

従前値 目標値定　　義 目標と指標及び目標値の関連性

2

交流拠点施設の利用者数 長峰公園と矢板フットボールセンターの利用者数
周辺道路整備による交通利便性向上により、交流拠点施設利用者の増
加を図る。

142,995 150,000

交通事故発生件数 栃木県警で公表している地区内交通事故の発生件数 安全・安心な道路整備により、交通事故の発生件数の減少を図る。 6



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
目標１（定住を促進する暮らしやすい居住環境の形成)
・主要幹線道路と市街地を結ぶ交通ネットワークを形成し、住環境の利便性向上により定住促進を図るため、幹線道路の整備を行う。

基幹事業：都市計画道路3･4･7号わかば通り

関連事業：空家等対策推進事業
               空き店舗等対策事業

目標２（安全・安心、防災にも強い交通環境の整備)
・道路の整備や美装化により、沿道住民や通学路として利用する近隣学校の児童生徒の安全を確保する。
・防災に強いまちづくりを進めるため、道路等インフラ整備強化を図る。

基幹事業：都市計画道路3･4･7号わかば通り
　　　　　　　市道末広町5号線
　　　　　　　市道末広町6号線
　　　　　　　市道東町鹿島町1号線

基幹事業：総合公園5･5･1号長峰公園
　　　　　　　都市計画道路3･4･7号わかば通り
　　　　　　　市道末広町5号線
　　　　　　　市道末広町6号線

関連事業：文化体育複合施設整備事業

目標３（交流を促進する魅力あるまちづくり)
・市民の憩いの場（市民の交流拠点・子育て拠点）として、長峰公園の魅力度アップを図るべく再整備を行う。
・交流拠点となる施設周辺のアクセス環境を改善し、利用者の利便性向上を図る。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項 様式（１）-④-２

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 街路 矢板市 直 ４０４.１m H30 R7 R3 R7 500 500 500 500

道路 矢板市 直 １箇所 R4 R4 R4 R4 40 40 40 40

道路 矢板市 直 ８４６m R5 R6 R5 R6 128 128 128 128

道路 市道末広町６号線 矢板市 直 ２５０m R7 R7 R7 R7 31 31 31 31

公園 矢板市 直 １１.０ha R3 R7 R3 R7 80 80 80 80

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 カラー舗装 矢板市 直 ８４６m R5 R6 R5 R6 32 32 32 32

高質空間形成施設 カラー舗装 市道末広町６号線 矢板市 直 ２５０m R7 R7 R7 R7 9 9 9 9

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 820 820 820 0 820 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 820
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
市 国土交通省 ２５０件 〇 R1 R10 66

市 文部科学省 ２,９００m2 〇 R2 R5 1,800

市 〇 H24 R7 24

合計 1,890

0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 820 交付限度額 328 国費率

市道末広町５号線

交付期間内事業期間
細項目

都市計画道路3・4・7号　わかば通り

市道東町鹿島町１号線

市道末広町５号線

長峰公園

連携生活拠点誘導施設

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

空き店舗等対策事業 矢板駅西中心市街地

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

空家等対策推進事業 市内全域

文化体育複合施設整備事業 矢板駅東市有地



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　矢板駅周辺地区（栃木県矢板市） 面積 124.3 ha 区域 中、末広町、東町、富田、扇町一丁目、鹿島町の一部

都市再生整備計画区域

矢
板
駅

国
道
４
号

国道４６１号

矢板市役所

市立東小学校

長峰公園

とちぎフットボールセンター

東
北
自
動
車
道

(

主)

矢
板
那
須
線

県立矢板東高等学

校



人口定着 （人/年） 6,855 （令和３年度） → 7,000 （令和７年度）

交通事故発生件数 （人/日） 6 （令和３年度） → 2 （令和７年度）

施設の利用者数 （件/年） 142,995 （令和３年度） → 150,000 （令和７年度）

矢板駅周辺地区（栃木県矢板市）　整備方針概要図

目標
目標１　定住を促進する暮らしやすい居住環境の形成
目標２　安全・安心、防災にも強い交通環境の整備
目標３　交流を促進する魅力あるまちづくり

代表的な

指標

基幹事業

関連事業

凡 例

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

国
道
４
号

東
北
自
動
車
道

国道４６１号

矢
板
駅

■基幹事業 道路
市道末広町６号線
■基幹事業 高質空間形成施設
市道末広町６号線

■基幹事業 道路
市道末広町５号線
■基幹事業 高質空間形成施設
市道末広町５号線

(

主)

矢
板
那
須
線〇関連事業

事業主体：矢板市
空き店舗等対策事業

〇関連事業
事業主体：矢板市
空家等対策推進事業

〇関連事業
事業主体：矢板市
文化体育複合施設整備事業

■基幹事業 公園
総合公園5･5･1号 長峰公園

■基幹事業 道路
市道東町鹿島町１号線

■基幹事業 道路
都市計画道路3･4･7号 わかば通り

矢板市役所


